
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                        【カナディアンロッキー テイトレイク】 

「観光するなら日当たりの良い午前中がお勧めです。」 

 加藤医院 加藤一雄先生 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日：24 年 8 月 

取手北相馬保健医療センター 

医師会病院 

―医療連携室便り― 

―第 27 号― 

 

残暑の候、諸先生方におかれましては、益々ご健勝

のこととお喜び申しあげます。 

さて今回は、当院療養病棟（50 床）の紹介をさせ

ていただきます。当院療養病棟は、回復期にある患者 

慢性期疾患の継続治療管理により改善、維持の状態に

ある患者を社会復帰に向け支援することを目的とし

ています。以前より入院方法がわかり難いとのご指摘

を受けていました。この度ＭＳＷも増員し、外からわ

かりやすい病棟へと改善しましたので御一読下さい。 

また、在宅支援対象者などの適応患者がいらっしゃ

いましたら、今号に療養病棟ご案内を掲載いたしまし

た。医療相談員へ是非ご相談下さい。 

 

取手北相馬保健医療センタ医師会病院 

            院長  鈴木 武樹 

いつも医師会病院にご支援をいただき誠にありがとうございます。

療養病棟を担当しております、内科の許表勝です。 

台風と低気圧による大雨の梅雨がやっと明けたと思いましたら、今

度は例年より２℃も気温が高い、暑い暑い夏になってしまいました。

医療型療養病棟が開棟した７年前も同様でした。十数人の方に点滴を

行って元気になって頂いた事を昨日のように思い出します。    

ソーシャルワーカーも１名増員されましたのを機に、療養病棟の運用

も新規軸を打ち出し、より活発にご利用頂けるように制度変更を行っ

ておりますので、より充実した医療相談室、連携室を通してご利用頂

けますようご案内申しあげます。 

残暑厳しきおり、患者様はもとより、先生方におかれましてもご自

愛頂けますようお願い申しあげます。 

 

担当医師ごあいさつ 

療養病棟のご案内 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

  当院の療養病棟には、施設基準の療養病棟入院基本料 2 が 50 床

あります。 

医療区分２・３のしめる割合も 70％～78%あり、一般病棟から

の治療を継続している場合も少なくありません。 

また、リハビリテーション科や栄養科、栄養サポート・褥瘡対策

委員会などと連携を図り、住み慣れた地域や自宅に帰れるように、

患者さんや家族を中心に看護を展開しています。 

そして、療養病棟ではさまざまなレクリエーションが催され、患

者さんの笑顔が私たちの看護の励みになっております。 

患者さんが入院により孤立した生活ならず、“楽しい”という感情

が生じ心身のコンディションをよりよくできるよう、日々努力や工

夫をしております。 

 

療養病棟師長 高橋 令恵 

地域に根ざした医療・看護の提供を目指して       

今号でご紹介させていただきます療養病棟入院転院については、医療相談員（本多・萩原）が担当となってお

ります。 

入院受け入れ適応基準と諸費用、入院・転院手順を下記に記載いたします。 

詳細は相談員までお問い合わせ下さい。 

 

 

療養病棟とは・・・ 

 急性期の治療を終え、基礎疾患や後遺症のため医療が必要とする方への、快適な療養環境の提

供と、リハビリを行うことによって患者さんが、より自立度の高い社会復帰を目指せるよう支援

する病棟です。 

 

『『『『受入適応基準受入適応基準受入適応基準受入適応基準』』』』 

入院受入条件：６５歳以上の高齢者対象 

症 状 気 切 ＩＶＨ 酸 素 呼吸器 鼻腔栄養 胃瘻栄養 感染症 

受入有無 ○ ○ ○ × △ ○ △ 

症 状 疥 癬 褥 瘡 認知症 ストマ 結 核 人工透析 生活保護 

受入有無 × △ △ ○ × × ○ 

＊その他症状につきましての受入体制は、随時変更しています。ご相談下さい。 

入院期間は、原則 6 カ月です（病状の変化等により入院期間はその限りではありません）。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『『『『入院費用入院費用入院費用入院費用（（（（３０３０３０３０日入院日入院日入院日入院したしたしたした場合場合場合場合）』）』）』）』    

① 医療費（１割負担の方）              約 25,980～55,590 円 *限度額あり 

 ⇑⇑⇑⇑    *医療区分 1･2･３、ＡＤＬ区分 1･2･３、にて算出します  

② 食事・居住費               約 23,400～51,000 円 

③ オムツ代                 約 20,000～25,000 円 

④ その他（個室使用の場合、日用品費など）                     

    ①①①①++++②②②②++++③③③③合計合計合計合計                                                            約約約約 69,38069,38069,38069,380～～～～131,590131,590131,590131,590 円円円円    ＋＋＋＋    ④④④④    

ご家族と相談日時を調整します。 

 

相談及び病棟見学。 

簡単なご案内をさせて頂きます 

必要書類の収集（FAX もしくはご郵送ください。） 

①診療情報提供書 

②血液検査データ(MRSA 検査) 

③療養病棟入院相談票 

必要書類を基に入院可能の有無を判定。 

相談員より判定結果をご報告させて頂きす。 

入院可の場合、入院案内の詳細を相談いたします。 

入院受入待機となります。 

ベッドの調整がつきましたらご連絡を差し上げます。 

在宅の方 

 

医療機関入院中の方 

 

『『『『在宅在宅在宅在宅からからからから入院入院入院入院・・・・医療機関医療機関医療機関医療機関からのからのからのからの転院転院転院転院のののの手順手順手順手順』』』』 

まず医療相談員までお電話ください 

０２９７ｰ７８ｰ６１１１(代表) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

院外処方・調剤薬局等 

林 友紀（はやし ゆうき）      

      日本大学医学部 消化器外科より派遣 

      木曜日(一日)  金曜日(半日)   

         ＊外来診療はありません 

医師紹介 

いつも医師会病院にご支援いただき誠にありがとうございます。 

６月１日より移行してまいりました院外調剤薬局ですが、お蔭さまで順調に行っております。 

まだ、会員先生方や関係薬局の皆様には、お手を煩わせることも多いか 

と存じますが、お気づきの点がございましたら、ご一報いただけると 

幸いです。 

尚、担当窓口は当院薬剤科となっておりますので、 

よろしくお願いいたします。 

 

ご自慢の写真はありませんか？ 

引き続き、写真を募集しております。 

お問いあわせは、医療連携室までお願いいたします。 

 

編集後記 

厳しい残暑が続いておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

このような連日の猛暑に、様々の方法で涼を取る方も多いと思います。こんな時こそ汗をかきな

がら、思いきりサクサクのかき氷を味わうのも、一興かと思います。 

最高気温だろうが真夏日だろうが、「来るなら 来い」って気持ちに変わりませんか？ 

猛暑が一気に飛んでいってしまいそうです。 

まだまだ当分暑い日が続きそうです。 

夏バテなどなさいませんように、どうかお体を大切にお過ごしください。 

地域連携室では、暑さに負けないように明るい笑顔で頑張っていきます。 

編集：医療連携室 

TEL:０２９７ｰ７８ｰ６１８３(直通） 

TEL:０２９７ｰ７８ｰ６１１１(代表) 

FAX:０２９７ｰ７８ｰ６１８４ 


